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国際ロータリー会長
シェカール・メータ

会長 河村 幸司

「会員基盤の増強、
楽しい親睦と奉仕
そして教育の支援を」

来週の例会

母子の健康月間

■ 本日の卓話

「コロナに負けない」

一由 麻里 君

■ 今日の歌 「我等の生業」

ピアノ 岩島 佳子 先生

■ 4月21日（木）

卓話 大阪府赤十字血液センター

事業推進一部 献血推進課 課長

田中 陽子 様

■ 例会前 第7回よろず相談室実行委員会

11：00～ 於：事務局（ハイブリッド）

４月７日の花見移動例会に御協力頂いた、專宗寺の天野さま有難う御座いましたそして車の移動と案内そ

して後片付けまでを行って頂きました親睦委員会・SAAの皆様御苦労さまでした。ご参加の皆様も專宗寺に

お越し頂き有難う御座いました。桜はやや散りかけていましたが、好天に恵まれ天野会員の卓話有りと普段

の例会とはひと味違った例会となりました。先週もお話しましたが今月は『母子の健康月間』です、気になっ

た記事があったので御紹介致します。子どもの死亡率に関する推計値です、ユニセフは死亡率に関する推

計値（新生児死亡率・乳児死亡率・５歳未満児死亡率など）を［世界子ども白書］に毎年掲載しています。出

生1000人あたりの5歳未満児死亡率が100人以上の12カ国は全てアフリカで50～100人（39カ国が有り）アフ

リカ（25カ国）中東・インド・パキスタン・東南アジアです。一方、OECD加盟国はほとんどが５人以下で、日本

は３人です。国連の「国連持続可能な開発サミット」で採択された「持続可能な開発目標」で全ての国の５歳

未満児の死亡率を１０００人あたり２５人以下にすることが示されました。こういった活動にもロータリアンが関

わっていることが大事なことだと思います。

例会日：2022年4月14日
(令和4年4月14日）

次年度理事・役員・委員長懇談会
2022年4月9日（土）

2021～2022年度 第14回よろず相談室
ご協力のお願い

よろず相談室実行委員長 城戸総一郎

職業奉仕委員長 新井繁太郎

社会奉仕委員長 小畑 治彦

下記の要項により、2021～2022年度第14回よろ
ず相談室を開催致します。
つきましては、会員皆様に会場設営・準備・相談
窓口等にご協力をお願い申し上げます。また、場
所は未定ですが終了後反省会を予定しておりま
す。ご多忙とは存じますが万障お繰り合わせの上、
ご参加賜りますようお願い申し上げます。

記

日 時 2022年5月29日（日）
午前10時～午後4時

集合時間 8時30分集合
（会場設営等ご担当以外の会員様もご協力を宜し
くお願い致します。）

場 所 東大阪市立東体育館

駐 車 場 東大阪市立東体育館コインパー
キング・近隣のコインパーキング



幹事就任挨拶

専宗寺移動花見例会
2022年4月7日（木）

出席報告 4月7日

幹事就任挨拶
古川幹事幹事報告

先週（4/7)の出席者数：28名（1）／ＺＯＯＭ

4/7 出席率：60.87％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：57名（免除12名）

3/17 3/24 3/31

HC出席 23(1）名 26(1）名 休会

MU出席 3(0)名 2(0)名

修正出席率 56.52％ 60.87％

≪これからの予定≫

【1】 4/21（木）例会前11：00～第7回よろず相談

室実行委員会、例会後、新旧合同クラブ協

議会 於：斑鳩の間

【2】 4/26（火）衛星クラブ例会 19：00～

≪連絡事項≫

【1】 4/21（木）例会後、新旧合同クラブ協議会を

開催いたします。今期の委員長様には各委

員会の活動（事業）の報告及び反省点、又、

次年度への引継ぎ等のご発表を、次年度

委員長様には今期の委員長様に対する質

問等をお願い申し上げます。多数のご参加

よろしくお願い致します。

ロータリーの友 2022年4月号記事紹介
（吉川地区ガバナーご紹介記事から抜粋）

広報委員会
広報・雑誌担当 井上 家昌

＜横組記事＞

１．ｐ２０～２３ 「どうやって決まる？ロータリーの

ルール」

国際ロータリー（ＲＩ）の活動はＲＩ定款及びＲＩ細則

に従い運営され、ロータリークラブ（RC）の活動は、

標準RC定款及びRC細則に従い運営されていま

す。RIの組織規定文書すなわちRI定款、細則、標

準RI定款の条項の改正案を審議するのが規定審

議会です。

３年に一度シカゴのRI本部で開催され、各地区１

名の代表議員が世界５２４地区より集まり各地区

より提出された改正案（制定案と呼ばれます）が５

日間にわたり審議されます。ロータリーの規定が、

どのような手順でどのように決ってゆくのかイラス

トを交えて分かり易く解説されています。

２．ｐ３３～３５「ガイ散策第１０回：ロータリーの例

会」

今月は、ガイ・ガンディガーの考える「ロータリー

の例会」についてです。例会に価値や魅力が無い

と会員の心は離れ、クラブの衰退につながります。

例会は奉仕の意欲を掻き立て、実践につなげる

ため、志を同じくする仲間が共にロータリー精神を

学び人間として心を磨く学びの場でなくてはなりま

せん。

また、共に高め合うためには、心の通い合う仲間
意識が不可欠で、それを培うのがロータリーの親
睦です。「親睦」と「学び」の二つこそがガイの考え
るロータリーの基盤なのです。
＜縦組記事＞俳壇 ４月号の秀作

“熱燗や 酌み交わすのが 酒の道”

大阪アーバンRC 溝畑 正信様

（当クラブ俳句同好会メンバー）

2022～23年度のための地区研修・協議会
2022年4月9日（土）


